
 

 「南地区三世代交流さわやか芸能フェスティバル」  
 

                                   学校長  小木曽敏樹  

２月４日（日）、中津川市文化会館において、「中津南地区三世代交流さわやか芸能フェ

スティバル」が開催され、南小学校６年生が歌声交流会で発表した「命のうた」を歌い、フ

ェスティバルの最後を飾りました。当日は１３人が発熱等で欠席し３／４の人数での合唱に

なってしまいましたが、会場では目頭を押さえる姿が何人もあり、感動的な歌声を披露する

ことができました。閉会での全員合唱も６年生がステージ上に上がったまま歌い、指揮もピ

アノ伴奏も務め、活躍しました。 

他にも、恵那文楽保存会ジュニアクラブ、八幡神社笹踊り保存会、神代獅子保存会などで

南小学校の子どもたちがステージに上がり、見事な舞いや演奏を披露し活躍しました。 

地域の一員として、地域行事に参加し、地域を知り、地域の人を知り、地域のために頑張

ることで、地域を愛する心を培い、将来、地域の担い手となっていくことでしょう。 

 東日本大震災でも、能登半島地震でも、中学生高校生などの若い世代が避難所で献身的に

働いていました。地域コミュニティーの大切さを改めて感じる１日でした。 
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児童会行事 「南小大冒険」  

２月９日（金）の１～３時間目を使って、児童会行事「南小大冒険」を行いました。児童

会代表委員と先生方、そして今回はＰＴＡ本部役員の皆さんにも参加いただき、様々なゲー

ムやクイズなどのミッションを準備、それを１～６年生の異学グループでクリアしていくと

いう「大冒険」。どのグループも協力し合ってミッションをクリアしていました。 

なぞなぞやクイズ、しりとりなど頭を使うミッション、運動などでグループで協力しない

とクリアできないミッション、中にはみんなで一つの物語を作っていくといったミッション

もありました。 

この児童会行事「南小大冒険」は、昨年から始まった行事で、昨年も今年も年に２回開催

しています。子どもたちはこの行事が好きなようで、心待ちにしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

この行事の良さは、「異学年グループ」で活動することです。高学年が低学年の子の面倒

をみて、手をつないだり助けてあげたり、時には抱っこやおんぶをしてかわいがります。そ

れを見ている中学年はいずれ高学年になり同じように世話をする。高学年や成長することへ

のあこがれがそこに生まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

代表委員会の子たちは、自分が楽しむのではなく、全校の子を楽しませることに喜びを得

ています。自分を犠牲にしているわけではなく、楽しみたい気持ちもあるけれどそれ以上に

人を楽しませることへの価値を見出しているのです。閉会式には、会場が真っ暗になりスク

リーンに鬼が登場。それを豆まきで追い払うというサプライズ演出。とっても工夫されてお

り、全校みんなが楽しむことができました。ＰＴＡ本部役員さん方の特別参加もあり、とっ

ても盛り上がりました。最後は代表委員の子たちに全校で感謝の拍手。素敵な行事でした。 

 

 

 

 

 

 


